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２０１９年４月２６日（年４回発行）
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第　

回
総
会
を
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
で
開
催

７０
４
月
度
理
事
会
で
提
案
・
報
告

東
京
電
機
卸　
第
�
号
目
次

１５７

平
成　

年
４
月
度
役
員
会
の
開

３１

催
に
当
た
り
、
藤
木
正
則
理
事
長

か
ら
以
下
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

通
常
総
会
に
向
け
て

新
元
号
の
下
、
当
組
合
で
は
５

月　

日
に
第　

回
通
常
総
会
を
開

１０

７０

催
す
る
。

　

本
日
は
、
そ
れ
に
向
け
て
の
収

支
決
算
案
や
収
支
予
算
案
、
事
業

計
画
案
、
さ
ら
に
は
親
善
野
球
第

１
０
０
回
記
念
、
ま
た
組
合
創
立

周
年
記
念
等
に
つ
い
て
も
審
議

７０す
る
。

東
京
電
機
卸
・
４
月
度
理
事
会
…
…
…
…
…
…
…
１
Ｐ
〜
４
Ｐ

東
京
電
機
卸
・
１
月
度
理
事
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５
Ｐ

青
年
部
会
・
総
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６
Ｐ

ア
ラ
カ
ル
ト
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７
Ｐ

電
子
機
器
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
展
説
明
会
…
…
…
８
Ｐ

新
鋭
社
員
教
養
講
座
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
９
Ｐ

新
鋭
社
員
早
期
戦
力
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
…
…
…
…
…
…
…
…

Ｐ
１０

１
年
後
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…

Ｐ
１１

と
う
き
ょ
う
で
ん
き
お
ろ
し
告
知
板
・
編
集
後
記
…
…
…

Ｐ
１２

東
京
都
電
機
卸
商
業
協
同
組
合
（
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）
は
４
月
１１

日
、
全
国
家
電
会
館
に
お
い
て
平
成

年
４
月
度
定
例
役

３１

員
会
を
開
催
、
５
月

日
に
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
で
開

１０

か
れ
る
第

回
通
常
総
会
な
ど
に
つ
い
て
、
提
案
・
報
告

７０

し
た
（
写
真
上
）。
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事
務
局
か
ら
提
案
・
報
告

　

事
務
局
か
ら
は
、
５
月　

日
に

１０

東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
で
開
催
す

る
第　

回
通
常
総
会
に
向
け
て
の

７０

内
容
を
中
心
に
、
新
任
の
渡
辺
勤

事
務
局
長
か
ら
提
案
及
び
報
告
が

あ
っ
た
。

　

事
務
局
か
ら
の
提
案
及
び
報
告

は
、
以
下
の
通
り
。

（
１
）
平
成　

年
度
収
支
決
算
報

３０

告
に
つ
い
て

（
２
）
令
和
元
年
度
収
支
予
算

（
案
）
に
つ
い
て

（
３
）
第　

回
通
常
総
会
の
提
出

７０

議
案
に
つ
い
て

（
４
）
第　

回
通
常
総
会
の
役
割

７０

分
担
等
に
つ
い
て

　
（
１
）の
平
成　

年
度
収
支
報
告

３０

に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
３
月　

３１

３１

日
現
在
の
貸
借
対
照
表
と
、
平
成

　

年
度
収
支
決
算
報
告
書
に
よ
り

３０説
明
し
た
。

　
（
２
）の
令
和
元
年
度
収
支
予
算

（
案
）
に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年

度
収
支
予
算
（
案
）
の
資
料
を
基

に
説
明
し
た
。

　
（
３
）の
第　

回
通
常
総
会
へ
の

７０

提
出
議
案
に
つ
い
て
は
、
第　

回
７０

通
常
総
会
資
料
（
案
）
を
基
に
確

認
し
た
。

第　

回
通
常
総
会（
案
）

７０

　

第　

回
通
常
総
会
は
、
藤
木
理

７０

事
長
の
挨
拶
の
後
、議
長
を
選
出
、

議
案
審
議
に
入
る
。

　

第
１
号
議
案
は
「
平
成　

年
度

３０

事
業
報
告
書
及
び
決
算
関
係
書
類

承
認
の
件
」。

　

各
委
員
会
の
事
業
報
告
は
、
以

下
の
通
り
。

　

流
通
近
代
化

委
員
会
は
、
①

組
合
創
立　

周
７０

年
記
念
事
業
と

し
て
、
平
成　
３０

年　

月　

日
に

１１

１５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
刷
新
、公
開
、

②
電
子
部
品
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
現
況
調
査
す
る
た
め
、　

月　
１１

１６

日
に
「
ア
ル
プ
ス
物
流
」
の
視
察

見
学
会
を
企
画
、　

社　

名
が
参

１８

３６

加
、
③
『
電
子
機
器
２
０
１
８

ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
展
』

が
、
平
成　

年
６
月
６
日
〜
８
日

３０

に
開
催
さ
れ
、
Ｔ
Ｅ
Ｐ
パ
ビ
リ
オ

ン
と
し
て　

社　

小
間
が
参
加
し

１５

２１

た
。

　

７
月
３
日
に
は
、『
電
子
機
器
２

０
１
９
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
展
』
に
向
け
て
と
題
し
て
、
説

明
会
を
開
催
、　

社　

名
が
参

２３

３６

加
。

　

さ
ら
に
『
電
子
機
器
ト
ー
タ
ル

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
展
』
に
は
、
Ｊ

Ｅ
Ｐ
／
Ｔ
Ｅ
Ｐ
シ
ョ
ー
と
し
て
運

営
参
画
す
る
こ
と
が
決
定
。
Ｔ
Ｅ

Ｐ　

社　

小
間
、
Ｊ
Ｅ
Ｐ
３
社
８

１５

３１

小
間
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
平
成

　

年
２
月　

日
に
出
展
説
明
会
を

３１

１９

開
催
、　

社
４
団
体　

名
が
参
加
。

１５

４０

　

教
育
情
報
委
員
会
は
、
組
合
加

入
会
社
に
入
社
し
た
社
員
の
継
続

的
研
修
会
を
開
催
、
機
関
誌
『
東

京
電
機
卸
』
を
年
４
回
、
発
行
。

　

組
織
委
員
会
は
、『
Ｔ
Ｅ
Ｐ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
』
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
構

築
に
積
極
的
に
参
画
、『
Ｔ
Ｅ
Ｐ
活

用
ガ
イ
ド
』
と
の
相
乗
効
果
で
新

規
会
員
募
集
に
尽
力
。

藤木理事長
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労
務
委
員
会
は
、
組
合
加
入
会

社
と
の
親
睦
お
よ
び
健
康
保
持
増

進
の
た
め
、
親
善
野
球
大
会
お
よ

び
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
。

　

第
２
号
議
案
は
「
令
和
元
年
度

事
業
計
画
、
収
支
予
算
並
び
に
経

費
の
賦
課
金
額
及
び
徴
収
方
法
決

定
の
件
」。

　

第
３
号
議
案
は
「
理
事
及
び
監

事
報
酬
決
定
の
件
」。

　

第
４
号
議
案
は
「
そ
の
他
」。

　
（
４
）の
第　

回
通
常
総
会
の
役

７０

割
分
担
等
に
つ
い
て
は
、
第　

回
７０

通
常
総
会
等
次
第
お
よ
び
役
割
分

担
（
案
）
を
基
に
確
認
し
た
。

　

第
１
部
の
通
常
総
会
は
、
午
後

２
時
半
か
ら
３
時　

分
ま
で
の
予

２０

定
。
そ
の
後
、
第
２
部
の
永
年
勤

続
者
表
彰
を
３
時　

分
か
ら
３
時

３０

　

分
ま
で
、
第
３
部
の
組
合
創
立

５０
　

周
年
記
念
式
典
を
４
時
か
ら
４

７０時　

分
ま
で
、
さ
ら
に
組
合
創
立

５０

　

周
年
記
念
・
親
善
野
球
第
１
０

７００
回
大
会
記
念
・
永
年
勤
続
者
表

彰
祝
賀
会
へ
と
続
く
。

各
委
員
会
か
ら
報
告

　

さ
ら
に
各
委
員
会
か
ら
、
以
下

の
報
告
が
あ
っ
た
。

〈
組
織
委
員
会
〉

�
平
成　

年
度
組
合
員
の
異
動
状

３０

第７０回通常総会について審議
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況
を
報
告
。
平
成　

年
３
月　

日

３１

３１

現
在
の
組
合
員
数
は
、
２
社
減
で

１
２
３
社
、
賛
助
会
員
数
は
１
社

増
の　

社
。

２５

〈
労
務
委
員
会
〉

①
平
成　

年
度
労
働
災
害
補
償
制

３１

度
の
加
入
企
業
一
覧
を
提
示
、
②

永
年
勤
続
社
員
表
彰
者
数
の
推
移

に
つ
い
て
報
告
、
第　

回
総
会
で

７０

は　

年
以
上　

社　

名
、　

年
以

１０

１０

２７

２０

上
８
社　

名
、　

年
以
上　

社　

１６

３０

１２

１６

名
の
予
定
、
③
東
京
都
電
機
卸
第

１
０
０
回
親
善
野
球
大
会
の
組
み

合
わ
せ
に
つ
い
て
報
告
（
７
Ｐ
参

照
）。

〈
教
育
情
報
委
員
会
〉

①
新
鋭
社
員
教
育
他
、
受
講
者
数

の
推
移
に
つ
い
て
報
告
。
２
０
１

９
年
度
は
教
養
講
座
に　

社　
１２

４５

名
、
戦
力
化
ゼ
ミ
に　

社　

名
、

１４

５５

１
年
後
フ
ォ
ロ
ー
に
９
社　

名
が

２６

参
加
。

〈
流
通
近
代
化
委
員
会
〉

�
「
電
子
機
器
２
０
１
９
ト
ー
タ

ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
展
」
に
つ
い

て
報
告
（
８
Ｐ
参
照
）。

〈
青
年
部
会
〉

�
平
成　

年
度
青
年
部
会
総
会

３０

を
、平
成　

年
３
月　

日
に
開
催
、

３１

２６

監
事
人
事
・
グ
ル
ー
プ
編
成
に
つ

い
て
報
告
（
６
Ｐ
参
照
）。

新任の渡辺事務局長が紹介された
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東
京
都
電
機
卸
商
業
協
同
組
合

（
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）
は
１
月　

日
、
全
国

２３

家
電
会
館
で
１
月
度
理
事
会
を
開

催
し
た
。

　

藤
木
正
則
理
事
長
は
開
催
に
当

た
り
、「
組
合
創
立　

周
年
記
念
総

７０

会
を
、
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
で

５
月
に
開
催
す
る
。
今
年
は
５
Ｇ

元
年
と
言
わ
れ
て
お
り
、
半
導
体

や
セ
ン
サ
ー
需
要
等
に
期
待
し
た

い
」
と
挨
拶
し
た
。

事
務
局
か
ら

　

事
務
局
か
ら
は
、
①
忘
年
会
の

１
月
度
理
事
会　

事
務
局
と
各
委
員
会
が
報
告

　

周
年
記
念
総
会
を
開
催
へ

７０

結
果
報
告
、
②
親
善
野
球
第
１
０

０
回
大
会
特
別
記
念
講
演
会
に
つ

い
て
報
告
、
③
２
０
１
９
年
新
年

名
刺
交
換
会
の
収
支
を
報
告
、
④

第　

回
通
常
総
会
次
第
お
よ
び
役

７０
割
分
担
（
案
）
に
つ
い
て
報
告
、

提
案
が
あ
っ
た
。

各
委
員
会
か
ら

　

各
委
員
会
か
ら
の
報
告
は
、
以

下
の
通
り
。

　

組
織
委
員
会
（
花
岡
克
己
委
員

長
）
か
ら
は
、
①
Ｔ
Ｅ
Ｐ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
報
告
、

②
平
成　

年
度
加
入
組
合
員
の
異

３０

動
報
告
が
あ
り
、
組
合
員
数
は
１

月
１
日
現
在
、
１
社
増
、
１
社
減

の
１
２
５
社
、
賛
助
会
員
数
は
１

社
増
で　

社
に
な
っ
た
旨
の
報
告

２５

が
あ
っ
た
。

　

流
通
近
代
化
委
員
会
（
川
鍋
季

明
委
員
長
）
か
ら
は
、
①
Ｔ
Ｅ
Ｐ

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
、
ア
ク
セ
ス
数
が
ア
ッ
プ
し
た

旨
を
報
告
、
②
ア
ル
プ
ス
物
流
視

察
見
学
会
の
報
告
、
③
『
電
子
機

器
２
０
１
９
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
展
』
へ
の
出
展
等
に
つ
い

て
の
要
請
・
説
明
が
あ
っ
た
。

　

教
育
情
報
委
員
会
（
屋
宮
芳
高

委
員
長
）
か
ら
は
、
①
第
２
回
女

性
社
員
の
た
め
の
仕
事
力
養
成
ゼ

ミ
の
結
果
を
報
告
、
②
２
０
１
９

年
度
新
鋭
社
員
研
修
日
程
（
案
）、

③
機
関
誌
『
東
京
電
機
卸
』
へ
の

協
賛
広
告
協
力
の
お
願
い
に
つ
い

て
、
説
明
が
あ
っ
た
。

　

労
務
委
員
会
（
中
村
孝
夫
委
員

長
）
か
ら
は
、
①
第
２
回
親
善
ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会
の
結
果
を
報
告
、

②
「
労
働
災
害
補
償
制
度
」
に
基

づ
き
１
件
の
事
故
を
報
告
、
制
度

に
つ
い
て
説
明
、
③
第　

回
親
善

９９

野
球
大
会
の
結
果
と
収
支
明
細
を

報
告
、
④
第
１
０
０
回
親
善
野
球

大
会
の
主
将
会
議
を
２
月　

日
に

２１

全
国
家
電
会
館
に
て
開
催
（
７
Ｐ

参
照
）、４
月
７
日
に
東
京
都
電
機

健
康
保
険
組
合
・
大
宮
運
動
場
に

て
開
幕
、
�
２
０
１
９
年
度
永
年

勤
続
社
員
表
彰
の
推
薦
を
要
請
し

た
。

１月度理事会で挨拶する藤木理事長
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東
京
都
電
機
卸
商
業
協
同
組
合

（
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）
青
年
部
会
は
３
月　
２６

日
、
全
国
家
電
会
館
に
お
い
て
平

成　

年
度
総
会
を
開
催
、　

名
が

３０

１４

参
加
し
た
。

　

始
め
に
、
堀
内
優
会
長
が
「
２

年
前
に
青
年
部
の
会
長
に
就
任
、

あ
っ
と
言
う
間
の
２
年
間
だ
っ

た
。
青
年
部
会
は
、
各
委
員
会
を

フ
ォ
ロ
ー
し
て
お
り
、
評
判
が
良

青
年
部
会　

平
成　

年
度
総
会

３０

会
長
に
田
口
氏
、副
会
長
に
中
村
氏
が
就
任

い
。
さ
ら
に
改

革
を
進
め
て
ほ

し
い
」
と
挨
拶

し
た
。

　

堀
内
会
長
が

司
会
を
担
当
、

議
事
に
入
っ

た
。
議
事
の
項

目
は
、
①
平
成

　

年
度
年
間
活

３０動
報
告
と
今
後

の
運
営
に
つ
い

て
、
②
青
年
部

の
内
規
に
つ
い

て
、
③
幹
事
の

人
事
と
新
規
会

員
に
つ
い
て
、

④
２
０
１
９
年

度
活
動
の
予

定
、
⑤
グ
ル
ー

プ
編
成
に
つ
い

て
で
、
和
気
藹
々
の
中
、
進
め
ら

れ
た
。

〈　

年
度
年
間
活
動
の
報
告
〉

３０
●
青
年
部
個
別
の
活
動
報
告

〈
平
成　

年
〉

３０

４
月
３
日　

総
会

６
月
６
日
〜
８
日　

電
子
機
器
２

０
１
８
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
展

６
月　

日　

第
１
回
青
年
部
幹

２８

事
・
リ
ー
ダ
ー
会

８
月　

日　

納
涼
会

２９

９
月　

日
〜　

日　

福
井
視
察
旅

１３

１４

行
　

月　

日
〜　

日　

シ
ー
テ
ッ
ク

１０

１５

１９

ジ
ャ
パ
ン
２
０
１
８

　

月　

日　

第
２
回
青
年
部
幹

１０

２９

事
・
リ
ー
ダ
ー
会

　

月
９
日　

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

１１〈
平
成　

年
〉

３１

１
月　

日　

新
年
会

３０

２
月　

日　

第
３
回
青
年
部
幹

１８

事
・
リ
ー
ダ
ー
会

●
各
委
員
会
（
グ
ル
ー
プ
）
の
活

動
状
況
の
報
告
と
、
今
後
の
取
組

に
つ
い
て

　

教
育
情
報
委
員
会
（
Ａ
グ
ル
ー

プ
）、
組
織
委
員
会
（
Ｂ
グ
ル
ー

プ
）、
労
務
委
員
会
（
Ｃ
グ
ル
ー

プ
）、
流
通
近
代
化
委
員
会
（
Ｄ

グ
ル
ー
プ
）、シ
ー
テ
ッ
ク
実
行
委

員
会
フ
ォ
ロ
ー
（
Ｅ
グ
ル
ー
プ
）

の
各
委
員
会
が
報
告
。
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
関
連
と
福
井
視
察
旅

行
、
納
涼
会
・
新
年
会
は
幹
事
が

報
告
。

〈
新
人
事
〉

　

２
０
１
９
年
度
の
役
員
・
委
員

会
の
人
事
を
、
以
下
の
よ
う
に
決

定
。

会
長　

田
口
陽
一

副
会
長
・
書
記
・
会
計　

中
村
啓

孝
、
屋
宮
大
介
、
竹
村
美
香

教
育
情
報
委
員
会　

藤
木
愛
リ
ー

ダ
ー
、
道
場
眞
湖
、
中
村
啓
孝

組
織
委
員
会　

小
川
秀
敏
リ
ー

ダ
ー
、
長
山
美
季
（
新
）

労
務
委
員
会　

土
谷
耕
作
リ
ー

ダ
ー
、
屋
宮
大
介
、
藤
原
和
也

流
通
近
代
化
委
員
会　

樋
口
亘
リ 

ー
ダ
ー
、
高
橋
理
昌
、
竹
村
美
香

シ
ー
テ
ッ
ク
実
行
委
員
会
フ
ォ

ロ
ー　

堀
内
優
リ
ー
ダ
ー
、
佐
々

木
邦
彦
、（
花
岡
克
己
理
事
）、（
藤

巻
宏
直
理
事
）

特
別
委
員
会　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
委
員
会
、親
善
ゴ
ル
フ
委
員
会
、

新
年
会
・
納
涼
会

Ｏ
Ｂ
会
員　

市
村
康
徳
（
青
年
部

会
担
当
理
事
）、
花
岡
克
己
（
組
織

委
員
長
）、
藤
巻
宏
直
（
教
育
情
報

副
委
員
長
）、
浜
田
健
太
郎
（
流
通

近
代
化
副
委
員
長
）

〈
年
間
活
動
の
予
定
〉

〈
２
０
１
９
年
〉

５
月
〜
６
月　

第
１
回
青
年
部
幹

事
・
リ
ー
ダ
ー
会

７
月　

第
２
回
青
年
部
幹
事
・

リ
ー
ダ
ー
会

８
月　

納
涼
会

９
月　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　

月　

第
３
回
青
年
部
幹
事
・

１０リ
ー
ダ
ー
会

〈
２
０
２
０
年
〉

１
月　

新
年
会

２
月　

第
４
回
青
年
部
幹
事
・

リ
ー
ダ
ー
会

３
月　

総
会

和気藹々の青年部会総会、新人事を決定
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Ｔ
Ｅ
Ｐ　

ア
ラ
カ
ル
ト

第　

回
記
念
親
善
野
球
大
会　
主
将
会
議

１００

　

東
京
都
電
機
卸
商
業
協
同
組
合

は
２
月　

日
、
全
国
家
電
会
館
で

２１

２
０
１
９
年
度
第
１
０
０
回
記
念

親
善
野
球
大
会
の
主
将
会
議
を
開

催
し
た
。

　

中
村
孝
夫
労
務
委
員
長
か
ら
は

「
今
回
は
記
念
す
べ
き
１
０
０
回

大
会
。常
日
頃
の
実
力
を
発
揮
し
、

怪
我
を
し
な
い
よ
う
に
各
チ
ー
ム

は
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
が

あ
っ
た
。

　

そ
の
あ
と
、
参
加　

チ
ー
ム
に

３３

よ
る
抽
選
会
を
実
施
。
今
大
会
か

ら
参
加
す
る
ア
ル
プ
ス
物
流
か
ら

自
己
紹
介
が
あ
り
、
大
会
実
施
要主将会議で対戦相手を決定

『電子部品技術ロードマップ』

　

電
子
情
報
技
術
産
業
協
会
（
Ｊ

Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ
）電
子
部
品
部
会
技
術
・

標
準
戦
略
委
員
会
部
品
技
術
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
専
門
委
員
会
は
、
２
０

１
７
年
３
月
に
発
行
し
た
『
２
０

２
６
年
ま
で
の
電
子
部
品
技
術

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
』
を
全
面
改
訂
、

『
２
０
２
８
年
ま
で
の
電
子
部
品

技
術
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
』
〜
超
ス

マ
ー
ト
社
会
（
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ

５
・
０
）
の
実
現
に
貢
献
す
る
電

子
部
品
の
動
向
〜
と
し
て
３
月
に

発
刊
し
た
。

　

今
回
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
、

Ｊ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ
が �
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
� を
発
刊

領
、
注
意
事
項
と
続
い
た
。

　

審
判
員
か
ら
は
「
記
念
の
第
１

０
０
回
大
会
を
、
楽
し
い
も
の
に

し
て
ほ
し
い
」
と
の
挨
拶
が
あ
っ

た
。

　

１
０
０
回
大
会
記
念
祝
賀
会
に

つ
い
て
は
５
月　

日
、
東
京
ガ
ー

１０

デ
ン
パ
レ
ス
で
開
催
、
優
勝
チ
ー

ム
に
は
第
１
０
０
回
大
会
記
念
優

勝
楯
を
用
意
し
て
い
る
。

　

ま
た
平
成　

年　

月　

日
に

３０

１２

１１

は
、
尾
花
�
夫
氏
を
招
き
、
特
別

記
念
講
演
会
を
開
催
、
大
好
評

だ
っ
た
。

変
化
す
る
将
来
の
生
活
環
境
の

内
、
注
目
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し

て
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
フ
」「
モ
ビ

リ
テ
ィ
」「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
」「
６

次
産
業
」
を
取
り
上
げ
て
解
説
し

て
い
る
。

　

ま
た
電
子
部
品
に
つ
い
て
は

「
イ
ン
ダ
ク
タ
ー
」「
コ
ン
デ
ン

サ
ー
」「
抵
抗
器
」「
Ｅ
Ｍ
Ｃ
部

品
・
Ｅ
Ｓ
Ｄ
部
品
」「
通
信
デ
バ

イ
ス
・
モ
ジ
ュ
ー
ル
」「
コ
ネ
ク

タ
ー
」「
入
出
力
デ
バ
イ
ス
」「
セ

ン
サ
ー
・
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
ー
」

「
電
子
部
品
材
料
」「
発
光
デ
バ

イ
ス
」
の
最
新
動
向
を
取
り
ま
と

め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
「
電
子
部
品
と
品
質
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
認
証
」

お
よ
び
「
電
子
部
品
に
よ
る
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
抑
制
へ
の
貢
献
」

を
、
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
掲
載
し

て
い
る
。

　

Ｊ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ
で
は
、
こ
の
報
告

会
を
３
月
１
日
に
東
京
で
、
３
月

８
日
に
大
阪
で
開
催
し
た
。
Ｊ
Ｅ

Ｉ
Ｔ
Ａ
会
員
に
は
８
６
４
０
円
、

一
般
に
は
１
万
２
９
６
０
円
で
頒

布
し
て
い
る
。
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東
京
都
電
機
卸
商
業
協
同
組
合

（
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）
は
２
月　

日
、
全
国

１９

家
電
会
館
で
「
電
子
機
器
２
０
１

９
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

電
子
機
器　

ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
展

２０１９

Ｊ
Ｅ
Ｐ
／
Ｔ
Ｅ
Ｐ
シ
ョ
ー
出
展
者
説
明
会
を
開
催

展
」
Ｊ
Ｅ
Ｐ
／
Ｔ
Ｅ
Ｐ
シ
ョ
ー
出

展
者
に
対
し
説
明
会
を
開
催
、　
４０

人
以
上
が
参
加
し
た
。
日
本
電
子

回
路
工
業
会
（
Ｊ
Ｐ
Ｃ
Ａ
）
と
Ｊ

Ｔ
Ｂ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ

イ
ン
が
、
概
要
や
レ
イ
ア
ウ
ト
な

ど
を
説
明
し
た
。な
お
説
明
会
は
、

大
阪
で
も
開
催
さ
れ
た
。

７
展
に
よ
る
総
合
展

　

電
子
回
路
を
取
り
巻
く
最
先
端

技
術
情
報
を
発
信
す
る
「
電
子
機

器
２
０
１
９
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
展
」
は
、
６
月
５
日
〜
７

日
ま
で
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
西

ホ
ー
ル
と
会
議
棟
で
開
催
さ
れ

る
。

　

前
回
の
出
展
社
数
は
５
１
４

社
、
出
展
小
間
数
は
１
４
７
３
小

間
、
３
日
間
の
総
来
場
登
録
者
数

は
５
万
８
２
７
名
に
上
り
、
大
盛

況
だ
っ
た
。

　

こ
の
電
子
機
器
ト
ー
タ
ル
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
展
は
、
電
子
回
路

技
術
の
Ｊ
Ｐ
Ｃ
Ａ
シ
ョ
ー
２
０
１

９
／
第　

回
国
際
電
子
回
路
産
業

４９

展
、
高
密
度
実
装
技
術
の
２
０
１

９
マ
イ
ク
ロ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

シ
ョ
ー
／
第　

回
最
先
端
実
装
技

３３

術
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
展
、
電
子

回
路
実
装
機
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
プ
ロ

テ
ッ
ク
２
０
１
９
／
第　

回
実
装

２１

プ
ロ
セ
ス
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
展
、
新

規
回
路
形
成
技
術
の
有
機
デ
バ
イ

ス
総
合
展
２
０
１
９
／
Ｉ
ｏ
Ｔ
対

応
半
導
体
・
回
路
基
板
展
、
電
気
・

光
接
続
技
術
の
Ｗ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
ジ
ャ
パ

ン
シ
ョ
ー
２
０
１
９
／
電
気
・
光

伝
送
技
術
展
、
セ
ン
サ
ー
技
術
の

ス
マ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
２
０
１
９

の
６
展
に
加
え
て
、
今
回
か
ら
Ｊ

Ｅ
Ｐ
／
Ｔ
Ｅ
Ｐ
シ
ョ
ー
２
０
１
９

が
加
わ
り
、
７
展
か
ら
構
成
さ
れ

る
総
合
展
で
あ
る
。

　

メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
の
せ
る　

つ
な
ぐ　

つ
く
る　

そ
し
て
、
ひ

ろ
げ
る
」
で
、
国
内
外
の
各
社
・

各
団
体
が
最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を

展
示
紹
介
。
電
子
機
器
開
発
に
変

革
を
も
た
ら
し
、
あ
ら
ゆ
る
産
業

分
野
で
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
出

す
る
新
製
品
や
、
技
術
情
報
を
発

信
す
る
。

　

こ
の
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
展
に
は
、
前
回
か
ら
Ｔ
Ｅ
Ｐ
が

業
界
団
体
パ
ビ
リ
オ
ン
と
し
て
参

加
し
て
い
る
が
、
今
回
か
ら
は
Ｊ

Ｅ
Ｐ
も
共
催
団
体
と
し
て
加
わ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

Ｔ
Ｅ
Ｐ
の
川
鍋
季
明
流
通
近
代

化
委
員
長
は
「
①
新
規
顧
客
の
獲

得
と
合
わ
せ
て
仕
入
先
と
の
関
係

強
化
、
②
展
示
会
の
啓
発
と
来
場

者
招
致
に
よ
る
シ
ナ
ジ
ー
効
果
、

③
積
極
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
新

規
取
引
の
開
拓
、
④
展
示
物
に
よ

る
ア
ピ
ー
ル
等
々
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
に

最
適
な
機
会
。
Ｊ
Ｅ
Ｐ
／
Ｔ
Ｅ
Ｐ

の
活
動
認
知
に
も
つ
な
が
る
」
と

し
て
参
加
社
を
募
集
、
前
回
は
初

参
入
に
も
係
わ
ら
ず　

社
が
参

１５

加
、　

ブ
ー
ス
に
よ
る
単
独
パ
ビ

２１

リ
オ
ン
と
し
て
参
加
し
た
。

　

今
回
は
、
Ｊ
Ｅ
Ｐ
３
社
、
Ｔ
Ｅ

Ｐ　

社
が
参
加
、　

ブ
ー
ス
と
な

１５

３９

り
、
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
す
る
と
こ

ろ
も
あ
る
。

トータルソリューション展を説明
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開
催
に
当
た
り
、
東
京
都
電
機

卸
の
藤
木
正
則
理
事
長
は「
入
社
、

お
め
で
と
う
。新
た
な
気
持
ち
で
、

仕
事
に
臨
ん
で
ほ
し
い
。
さ
て
、

新
元
号
が
『
令
和
』
と
発
表
さ
れ

た
が
、
平
成
は
変
化
の
時
代
で
あ

り
、
こ
の
十
数
年
は
技
術
革
新
が

進
ん
だ
。
こ
う
し
た
中
、
マ
ナ
ー

と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
は
、
い
つ

の
時
代
に
お
い
て
も
社
会
で
大
事

な
こ
と
。
本
日
を
ス
タ
ー
ト
に
、

新
し
い
時
代
に
羽
ば
た
い
て
い
っ

て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
し
、
新
入
社

員
に
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　

講
座
で
は
、
始
め
に
門
傳
氏
が

自
身
の
名
字
の
珍
し
さ
な
ど
に
触

れ
な
が
ら
、
自
己
紹
介
し
た
。
ま

た
、
同
日
午
前
中
に
新
元
号
が
発

表
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
こ
う
し

た
時
事
ネ
タ
や
、
講
座
の
メ
イ
ン

テ
ー
マ
で
あ
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
の
意
味
な
ど
に
つ
い
て
質
問
を

投
げ
掛
け
、
指
名
を
受
け
た
新
入

社
員
が
的
確
に
回
答
す
る
と
、
会

場
に
い
る
全
員
に
拍
手
を
促
し

た
。

常
識
度
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う

　

続
い
て
、
社
会
や
会
社
組
織
の

中
で
は
、
個
人
行
動
を
と
っ
て
は

い
け
な
い
こ
と
や
、
モ
ラ
ル
と
は

何
か
な
ど
を
問
う
と
と
も
に
、
○

×
形
式
の
全　

問
の
常
識
度

１４

チ
ェ
ッ
ク
も
行
っ
た
。

　

常
識
度
チ
ェ
ッ
ク
で
は
、
１
つ

ず
つ
答
え
を
確
認
し
、
○
と
×
の

双
方
か
ら
「
な
ぜ
、
あ
な
た
は
そ

う
思
っ
た
の
か
」を
聞
い
た
上
で
、

正
し
い
回
答
の
理
由
に
つ
い
て
説

明
し
た
。

　

ま
た
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
す
る
前
提

条
件
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
マ
ナ
ー
を

守
る
こ
と
と
し
、
マ
ナ
ー
の
定
義

と
は「
人
と
人
と
が
接
す
る
中
で
、

相
手
に
違
和
感
を
与
え
な
い
最
低

限
の
振
る
舞
い
＝
モ
ラ
ル
・
道
徳

で
あ
る
」
と
強
調
し
た
。

　

続
い
て
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
新
聞

記
事
な
ど
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
モ

ラ
ル
違
反
と
し
て
、
実
際
に
社
会

問
題
化
し
た
「
コ
ン
ビ
ニ
の
冷
蔵

ケ
ー
ス
に
、
従
業
員
が
入
っ
た
画

像
を
投
稿
し
た
」「
寿
司
ネ
タ
に

な
る
魚
を
ゴ
ミ
箱
に
放
り
投
げ
た

後
に
、
拾
っ
て
調
理
し
て
い
る
画

像
を
投
稿
し
た
」
こ
と
な
ど
を
例

に
挙
げ
、
自
身
の
安
易
な
行
為
が

負
の
遺
産
と
し
て
返
っ
て
く
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
使
い
方
を
間
違
わ
な
い
よ
う
に

と
、
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

報
・
連
・
相
は
基
本
中
の
基
本

　

最
後
に
、
偏
見
度
確
認
テ
ス
ト

を
行
う
と
と
も
に
、門
傳
氏
は「
仕

事
を
す
る
中
に
お
い
て
、
報
・

連
・
相
（
報
告
・
連
絡
・
相
談
）

は
基
本
中
の
基
本
。
こ
の
先
、
仕

事
で
い
ろ
い
ろ
と
怒
ら
れ
る
と
思

う
が
、
報
・
連
・
相
が
で
き
て
い

な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
、
ま
た
、
で

き
て
い
な
い
人
が
多
い
と
感
じ
て

い
る
。
報
・
連
・
相
を
し
な
い
こ

と
で
会
社
だ
け
で
な
く
、
自
分
に

も
ダ
メ
ー
ジ
が
き
て
し
ま
う
こ
と

を
、
覚
え
て
お
い
て
ほ
し
い
。
そ

し
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
あ
り
方
を
考
え

て
使
用
す
る
こ
と
は
、
自
分
を
守

る
た
め
で
も
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、

様
々
な
ニ
ュ
ー
ス
等
を
意
識
し
て

見
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」
な
ど

と
総
評
し
た
。

挨拶する藤木理事長

質問に挙手で回答する

　

東
京
都
電
機
卸
・
教
育
情
報
委
員
会
は
４
月
１
日
、
第　

回
６２

新
鋭
社
員
教
養
講
座
を
全
国
家
電
会
館
で
開
催
、
会
員
各
社
の

新
入
社
員　

人
が
参
集
し
た
。
公
益
財
団
法
人
東
京
都
中
小
企

４５

業
振
興
公
社
㈱
エ
ー
ル
ラ
イ
フ
の
門
傳
剛
介
氏
が
講
師
と
な

り
、
メ
イ
ン
テ
ー
マ
の
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」
に
つ
い
て
、

事
例
を
交
え
な
が
ら
説
明
し
た
。

新
鋭
社
員

教
養
講
座

新入社員４５人が参集
コンプライアンスを学ぶ
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東
京
都
電
機
卸
商
業
協
同
組

合
・
教
育
情
報
委
員
会
は
４
月
２

日
〜
４
日
の
３
日
間
、
第　

回
新

４３

鋭
社
員
早
期
戦
力
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

を
開
催
、　

社
か
ら　

人
が
参
加

１４

５５

し
た
。
講
師
は
ジ
ャ
ス
ト
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
チ
ー
フ
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
山
本
稔
氏
が
務
め
た
。

　

開
催
に
当
た
り
、
屋
宮
芳
高
教

育
情
報
委
員
長
は
「
私
の
新
入
社

員
の
時
は
、『
な
ん
で
こ
の
先
輩

は
冷
た
い
の
だ
ろ
う
』『
な
ん
で

こ
う
い
っ
た
物
が
な
い
の
だ
ろ

う
』
と
い
っ
た
具
合
に
、
会
社
の

不
備
や
先
輩
、
上
司
、
仲
間
に
対

し
て
不
満
を
持
ち
、
や
る
気
の
な

か
っ
た
時
代
も
あ
っ
た
。
振
り
返

る
と
、
自
分
の
姿
勢
が
良
く
な

か
っ
た
と
感
じ
る
。
新
人
の
時
か

ら
、
新
入
社
員
の
時
か
ら
、
ひ
た

む
き
に
、
前
向
き
に
仕
事
を
し
て

い
れ
ば
、
も
っ
と
楽
し
く
仕
事
が

で
き
た
の
で
は
と
思
う
。
皆
さ
ん

は
こ
の
３
日
間
で
知
識
を
学
ぶ
。

学
ぶ
中
で
自
分
の
未
熟
さ
を
理
解

し
、
こ
れ
か
ら
の
仕
事
に
役
立
て

て
ほ
し
い
。

　

ぜ
ひ
、
仕
事
を
楽
し
ん
で
成
長

し
て
ほ
し
い
」な
ど
と
激
励
し
た
。

　

研
修
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
、
ゲ
ー
ム
や
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン

グ
な
ど
を
用
い
な
が
ら
実
施
。
１

日
目
に
は
自
己
紹
介
や
、
学
生
と

社
会
人
の
違
い
、
報
告
・
連
絡
・

相
談
を
研
修
、
２
日
目
は
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ナ
ー
な
ど
の
挨
拶
、
ビ
ジ
ネ

ス
応
対
、
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
の
作
成

な
ど
に
つ
い
て
学
び
、
３
日
目
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性

や
問
題
意
識
な
ど
に
つ
い
て
議

論
。
最
後
に
行
動
指
針
を
作
成
、

発
表
し
た
。

第　

回
新
鋭
社
員
早
期
戦
力
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

４３
屋
宮
委
員
長 �
前
向
き
に
仕
事
を
し
よ
う
！
� 

挨拶する屋宮委員長

厳
し
い
指
導
が
あ
る
と
言
っ
て
い

る
。
覚
悟
は
、
で
き
て
い
る
と
思

う
。

　

知
識
が
ゼ
ロ
の
状
況
な
の
で
、

分
か
ら
な
い
こ
と
は
上
司
や
先
輩

に
勇
気
を
振
り
絞
っ
て
聞
く
よ
う

に
話
し
て
あ
る
。
ぜ
ひ
、
聞
か
れ

た
ら
答
え
て
上
げ
て
ほ
し
い
」
と

語
っ
て
い
る
。

懇親会も開催

講義を行う山本講師

　

研
修
終
了
時
に
は
、
屋
宮
教
育

情
報
委
員
長
か
ら
労
い
の
言
葉
が

掛
け
ら
れ
、
懇
親
会
も
開
催
さ
れ

た
。

　

ま
た
、
山
本
講
師
は
参
加
者
た

ち
に
つ
い
て
「
研
修
で
は
、
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ナ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、
報
告
・
連
絡
・
相
談
と

い
っ
た
基
本
的
な
こ
と
を
中
心
に

行
っ
た
。
そ
の
た
め
、
業
務
知
識

の
部
分
は
入
っ
て
い
な
い
。ぜ
ひ
、

挨
拶
を
し
っ
か
り
と
行
っ
て
い
る

か
、
元
気
な
声
を
出
し
て
活
動
し

て
い
る
か
、
し
っ
か
り
と
お
辞
儀

が
で
き
て
い
る
か
な
ど
、
基
本
的

な
こ
と
を
研
修
し
て
い
る
の
で
、

そ
う
い
っ
た
部
分
の
確
認
を
お
願

い
し
た
い
。

　

マ
ナ
ー
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
と
し

て
の
土
台
を
固
め
る
こ
と
を
徹
底

し
た
の
で
、
上
司
、
先
輩
の
皆
さ

ん
か
ら
見
て
修
正
点
が
あ
っ
た
場

合
、
ぜ
ひ
新
入
社
員
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
て
ほ
し
い
。
そ
う
す
れ

ば
さ
ら
に
成
長
す
る
と
思
う
。

　

研
修
参
加
者
に
は
、
こ
れ
か
ら

参
加
者
全
員
で
記
念
撮
影
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東
京
都
電
機
卸
商
業
協
同
組
合

教
育
情
報
委
員
会
は
４
月　

日
、

１２

第　

回
新
鋭
社
員
１
年
後
フ
ォ

１４
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会
を
開
催
し
、

９
社
か
ら　

人
が
参
加
し
た
。
講

２６

師
は
、
ジ
ャ
ス
ト
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
の
チ
ー
フ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

山
本
稔
氏
が
務
め
た
。

　

こ
の
研
修
は
、
入
社
し
て
１
年

が
経
過
し
た
社
員
が
、
２
年
次
に

向
け
て
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
た

め
の
振
り
返
り
と
総
括
、
さ
ら
に

は
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
喚
起
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
将

来
を
見
据
え
、
足
元
を
固
め
る
た

め
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
つ
い
て
考

え
る
場
と
も
な
っ
て
い
る
。

　

開
催
に
当
た
り
、
屋
宮
芳
高
教

育
情
報
委
員
長
が
挨
拶
に
立
ち
、

以
下
の
よ
う
に
語
っ
た
。

　
「
こ
の
１
年
で
、ず
い
ぶ
ん
と
慣

れ
た
の
で
は
と
思
う
。
慣
れ
た
環

境
の
中
で
積
極
的
に
意
見
交
換
を

行
い
、
こ
の
１
日
で
１
年
間
を
振

り
返
り
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
ど
の

よ
う
に
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
上
げ
て

い
く
か
を
考
え
て
ほ
し
い
。

　

最
後
に
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
シ
ー

ト
を
書
い
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る

が
、１
年
間
の
中
で
で
き
た
こ
と
、

で
き
て
い
な
い
こ
と
を
考
え
て
ほ

し
い
。
ま
た
、
半
年
前
に
も
研
修

を
行
い
、
そ
の
時
に
目
標
を
作
っ

た
か
と
思
う
。
し
か
し
、
書
い
た

か
ら
と
い
っ
て
、
実
行
に
移
す
と

い
う
習
慣
は
で
き
て
い
な
い
。

第　

回
新
鋭
社
員
１
年
後
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会

１４
具
体
的
な
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
設
計

屋
宮
委
員
長

山
本
講
師

　

そ
う
い
っ
た
目
的
や
目
標
を
書

き
、
達
成
し
て
い
く
と
い
う
作
業

の
習
慣
化
が
大
切
だ
。
ど
う
い
う

計
画
を
立
て
、
達
成
感
を
感
じ
る

と
い
う
繰
り
返
し
を
行
い
、
自
分

の
人
生
を
作
る
こ
と
に
な
る
。

　

今
日
の
研
修
は
最
後
の
新
人
研

修
だ
。
し
か
し
私
と
し
て
は
、
目

標
達
成
の
習
慣
付
け
が
で
き
て
い

な
い
と
感
じ
た
ら
、
ま
た
来
年
の

１
年
後
研
修
や
、
外
部
の
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
研
修
な
ど
に
参
加
す
る

こ
と
で
、
自
分
の
人
生
に
役
立
つ

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

　

ま
た
、
他
人
と
自
分
を
比
べ
る

こ
と
な
く
、
自
分
の
人
生
に
お
い

て
ど
ん
な
風
に
仕
事
を
行
い
、
こ

ん
な
人
生
を
作
り
た
い
と
目
標
を

作
成
し
て
ほ
し
い
」。

　

こ
の
後
、
山
本
講
師
も
「
入
社

し
て
１
年
が
経
過
し
た
。
社
会
人

と
し
て
貴
重
な
時
間
を
過
ご
し

た
。
今
日
は
こ
の
１
年
を
振
り
返

り
、
成
長
の
糧
に
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
と
挨
拶
。

　

研
修
で
は
、
会
社
の
異
な
る
参

次
社
員
像
な
ど
を
検
討
。

　
「
相
手
を
理
解
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
」
で
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
障
害
要
因
、
相

手
を
説
得
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
訓
練
。

　
「
仕
事
を
改
善
す
る
問
題
解
決

力
」
で
は
、
問
題
・
解
決
の
手
法
、

問
題
分
析
と
解
決
策
・
改
善
策
の

立
案
を
実
施
。

　

最
後
の
「
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
つ

い
て
考
え
る
」で
は
、個
人
の
培
っ

た
も
の
と
キ
ャ
リ
ア
形
成
、
さ
ら

に
は
具
体
的
な
目
標
を
何
年
後
に

達
成
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ

る
報
酬
、
そ
の
時
の
感
情
や
満
足

度
を
想
定
す
る
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン

の
作
成
ま
で
行
わ
れ
た
。
今
後
の

自
分
の
人
生
設
計
を
真
剣
に
考
え

る
参
加
者
の
姿
が
見
ら
れ
た
。

加
者
た
ち
に
よ
っ

て
班
を
作
り
、
自

己
紹
介
、
グ
ル
ー

プ
討
議
な
ど
が
行

わ
れ
た
。

　

実
際
に
行
わ
れ

た
内
容
と
し
て

は
、「
会
社
が
期
待

し
て
い
る
こ
と
を

理
解
す
る
」
こ
と

を
目
指
し
、
期
待

さ
れ
る
２
年
次
社

員
の
イ
メ
ー
ジ
や

理
想
の
２
年
次
社

員
像
作
り
、
会
社

が
期
待
す
る
２
年

グループで討議を重ねた
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発　
行　
人　
　

藤
木　

正
則

編
集
委
員
長　

屋
宮　

芳
高

編
集
委
員　
　

小
池　

一
義

　
　
〃　　
　
　
 
渡
辺　
　

勤

『
東
京
電
機
卸
』

機
関
誌
編
集
委
員
会

５
月
（
皐
月
）

５
月　

日
（
金
）　

時　

分
〜

１０

１３

３０

　

時　

分　

理
事
会
（
東
京

１４

１５

ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
）

５
月　

日
（
金
）　

時　

分
〜

１０

１４

３０

　

時　

第　

回
通
常
総
会
／
永

１８

７０

年
勤
続
者
表
彰
式
、
組
合
創
立

　

周
年
記
念
祝
賀
会
、
親
善
野

７０球
大
会
第
１
０
０
回
大
会
祝
賀

会
も
実
施
（
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ

レ
ス
）

６
月
（
水
無
月
）

６
月
５
日
（
水
）
〜
７
日
（
金
）

　

電
子
機
器
２
０
１
９
ト
ー
タ

ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
展
（
東
京

ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
）

７
月
（
文
月
）

７
月
２
日
（
火
）　

時　

分
〜

１３

３０

　

時　

分　

正
副
理
事
長
・
委

１４

３０

員
長
会
議
（
全
国
家
電
会
館
１

階
会
議
室
）

７
月
２
日
（
火
）　

時　

分
〜

１４

３０

　

時　

分　

理
事
会
（
全
国
家

１５

３０

電
会
館
１
階
会
議
室
）

７
月
２
日
（
火
）　

時　

分
〜

１５

３０

　

時　

組
合
講
演
会
（
全
国
家

１７

電
会
館
５
階
講
堂
）

７
月
４
日
（
木
）　

時
〜　

時

１４

１６

　

分　

全
国
電
子
部
品
流
通
連

３０合
会
・
理
事
会
（
全
国
家
電
会

館
１
階
会
議
室
）、　

時
〜　

時

１７

１９

　

懇
親
会

９
月
（
長
月
）

９
月
３
日
（
火
）
９
時　

分
〜

３０

　

時　

第　

回
新
鋭
社
員
６
カ

１８

３０

月
後
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会

（
全
国
家
電
会
館
１
階
会
議

室
）

９
月
４
日
（
水
）　

時
〜　

時

１４

１６

　

分　

年
金
・
経
済
講
演
会（
全

３０国
家
電
会
館
５
階
講
堂
）

９
月　

日
（
火
）　

時
〜　

時

２４

１２

１４

　

全
国
電
子
部
品
流
通
連
合

会
・
監
事
会
（
全
国
家
電
会
館

３
階
会
議
室
）

　

月
（
神
無
月
）

１０
　

月　

日
（
火
）
〜　

日
（
金
）

１０

１５

１８

　

２
０
１
９
シ
ー
テ
ッ
ク
ジ
ャ

パ
ン
（
幕
張
メ
ッ
セ
）

　

月　

日
（
水
）　

時
〜　

時

１０

１６

１２

１３

　

分　

全
国
電
子
部
品
流
通
連

２０合
会
・
理
事
会
（
東
京
ガ
ー
デ

ン
パ
レ
ス
）

　

新
４
Ｋ
８
Ｋ
衛
星
放
送
が
始

ま
っ
て
４
カ
月
が
過
ぎ
た
。
４

Ｋ
対
応
テ
レ
ビ
が
、
既
に
５
０

０
万
台
以
上
も
出
て
い
た
の

で
、
４
Ｋ
チ
ュ
ー
ナ
ー
が
動
く

と
思
い
き
や
、
当
初
の
ト
ラ
ブ

ル
も
加
わ
り
、
ほ
と
ん
ど
動
い

て
い
な
い
。

　

こ
れ
で
は
、
宝
の
持
ち
腐
れ

で
は
な
い
か
。
４
Ｋ
対
応
テ
レ

ビ
を
発
売
し
た
メ
ー
カ
ー
は
、

チ
ュ
ー
ナ
ー
お
よ
び
４
Ｋ
テ
レ

ビ
を
出
す
責
務
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
、
と
の
見
方
を
す
る
関

係
者
は
多
い
。

　

メ
ー
カ
ー
に
、
そ
の
余
力
が

な
い
と
い
う
の
な
ら
、
始
め
か

ら
４
対
応
テ
レ
ビ
を
出
さ
な
け

れ
ば
良
か
っ
た
の
だ
。
こ
れ
は

後
に
尾
を
引
く
よ
。 

（
大
）




